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研究報告
厳律シトー会修道院（北海道・北斗市・当別）における身振り（gesture）
～修道院手話（サインランゲージ）の現状～
島津 彰
北翔大学北方圏学術情報センター学外研究員
抄 録
厳律シトー会修道院における「身振り」は厳密には「手話言語」ではないが，修道院のサイ
ンランゲ－ジとしてヨーロッパ六世紀以来の伝統を受け継いでいる。この「身振り」は現在の
手話の歴史を考える時の一つの原点であり，文化圏の異なる日本においても厳格に守られてお
り文化的所産そのものである。
近年，手話の言語性を明文化する動向が加速度的に進んでいる。国際障害者権利条約の批准
（2014年）を受けて，我が国でも「改正障害者基本法」が2011年に施行され，「手話の言語
性」について触れられている。
「身振り」の考察は，手話の成立過程を考察する際に看過できない視点であり，また修道院
文化を考察する際も文化史的側面の資料としての価値がある。さらに聴覚障害者を親にもつ健
聴な子供（CODA）のホームサインの核となるサインの在り方について示唆を得るものであ
る。
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Ⅰ．修道院と「身振り」の成立
1．修道院の成立
1）修道院の成立
修道院の成立過程について今野1）はクムラン宗団に原
型を認め，三世紀中期のエジプトに現れる修道院をその
起源としている。とりわけアントニオスが共同生活の基
礎を築いてから後，大いに発展期をむかえる。共同生活
における生活費は農作業，書物の筆写，子供の教育，近
隣の村々の宗教面での世話などで収入を得ており，建物
には聖堂がおかれ，院外者の学校，宿泊所（外来者や巡
礼者）が設置され，来訪者は「キリストとして歓迎しな
ければならない」として歓迎された。ショパンの「雨だ
れ」（天から落ちる涙）の曲はマヨルカ島の修道院での
作曲であり，結核を患うなかでも，修道院が来訪者とし
て迎えてくれたことを物語っている。
現在に至るまでは，伝統を守りつつも幾多の改革を経
ている。とりわけ大きな改革は，クリュニーの修道院改
革，シトー会修道会，托鉢修道会の出現などがあげられる。
2）ベネディクトの戒律
信仰への誓いをたて，労働，食事，瞑想を共に行おう
と提唱したのはパコミオス（290～346）であるが，現在
の修道院の原形はヌルシア（現在のイタリヤ・ウンブリ
アンブリア州）のベネディクト（480～547）が最後に建
てた修道院のモンテ・カッシーノで作られた「ベネディ
クトの戒律」2）によっている。戒律は現在まで修道院の根
図1 ベネディクトの説教
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本精神として受け継がれており，祈祷，仕事，研究，睡
眠，賞罰，食事，休息などに関する日々の定めを全部で
73章にわたって記述されている。
この中でも，本稿に最も関連のあるのが第六章の「沈
黙の精神について」3）であるが，引用すると次の一文にな
る。「私達は預言者の次の言葉を実践しなければなりま
せん。『私は言った。私の道を監視し，舌によって過ち
を犯さないようにしよう。私は口に番人を置いた。私は
語らず，卑しまれたが，善いことからも口をつぐん
だ』。預言者のこの言葉は，時には善い言葉でさえも沈
黙の精神から控えねばならないなら，ましてや罪に対す
る罰を与える時，悪い言葉は避けねばならないことを示
しています。そこで人と話す許可は，たとえそれがいか
に善い，聖なる，有益な会話であっても，沈黙の威厳を
保つためには，円熟した境地を極めた弟子にもまれにし
か与えられてはなりません。『多く話す者は罪を逃れら
れない』とあり，また『死も生も，舌いかんによる』と
あります。語り，教えることは師に属し，口を閉じ，耳
を傾けるのが弟子にふさわしいことです。
そこで長上に願い事があるならば，心からの謙遜と慎
み深い従順の精神をもって願い求めるべきです。一方卑
俗な言動，無益で笑いを誘う言葉はどのような所でも絶
対に禁じ，私達は弟子がこのような話のために口を開く
ことを認めません。」
このように沈黙の掟は一日の中をとおして守られ，特
に大沈黙としては聖務と称される時間帯や食事の時間は
厳格に守られてきた。聖務は戒律に基づき，朝課，一時
課，三時課，六時課，九時課，晩課，終課の7回行わ
れ，聖書にある「日に7回あなたを賛美します。」に基
づいている。
ミレーの描いた名画「晩鐘（1865年）」は晩課の祈り
を告げる時鐘に合わせて「主の御使（アンジェラス・ド
ミニ）」で始まる祈りをする農民を描いており，修道院
の生活の時間帯が，地域住民の生活にも関わっているこ
とを示している。また，図2に示す終課にラテン語で歌
われるSalve regina（サルヴェ・レジナ）（マリア賛
歌）は，院外でも広く知れ渡っている歌である。
3）曹洞宗における沈黙
「沈黙」に関しては他の宗教においても見受けられ，
また道元開祖の曹洞宗においては，道元の著「正法眼
蔵」（95巻）に基づく修行が行われている。修行は日常
生活そのものにあるとの考えから，食事の作法，寝臥の
作法，東司の作法，入浴の作法，また爪を切る事，髪を
剃る事などの作法が記述されている。
「洗面の巻」では洗面の仕方として，手巾の色や持ち
方，口のすすぎ方，楊枝の使い方などが微に入り細に入
りの記述がなされ，その中で特に沈黙を要する三黙道場
は「東司」「僧堂」「浴室」である。
食事の際のお替わり（再進）は一度だけすることがで
き，その所作は無言で箸の先を手で覆って嘗めた後，鉢
巣の上に箸を右に向けて置く。断る時は，箸を味噌汁の
鉢にのせ，右手の人差し指と中指を伸ばし，軽く上に上
げて伝える所作を行う。
このように宗教における日常生活は，精神世界の反映
として俗世とは異なる「沈黙」を重視しており，修道院
と共通しているのが興味深い。
2．シトー会修道院と「身振り」の成立
1）厳律シトー会修道院の歴史
シトー修道会は，1098年にフランスのモレスム修道院
のロベルト，アルベリコなど20数名の修道者によってシ
トーという荒れ地に創立された。彼らはヌルシアのベネ
ディクトの戒律を規範とするものであった。
この後発展と弛緩した時期を越えて，様々な改革の試
みが行われた。なかでもラ・トラップと呼ばれた修道院
で17世紀に行われた改革は広く認められ「トラップの聖
母改革修道会」を形成し，ベネディクトの戒律を厳格に
守る（特に肉食をしない）意味で「厳律シトー会修道
院」と呼ばれている。ラ・トラップに由来する男性修道
士の「トラピスト」，女性修道女の「トラピスチヌ」は
日本でも広く知れわたっている。
2）灯台の聖母トラピスト修道院の成立
トラピスト修道院百年史4）によると北海道にカトリッ
クを伝えるために当時の函館教区長（パリ外国宣教会）
ベルリオーズ司教の尽力により成立したものである。こ
図2 「サルヴェ・レジナ」
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の地にキリスト教を伝えるためには，日夜祈りに励み，
労働の尊さの証人であるトラピスト修道者の姿を示す，
精神的な支柱を必要としたのである。要請に基づきフラ
ンス人5名，オランダ人2名，イタリア人，カナダ人各
1名の計9名によりベルオーズ司教司式により，1896年
11月に日本初の男性の修道院が創立された。初代院長は
フランス人ジェラール・プウイエ師である。
併せて1897年4月に女性の修道院として初めて函館湯
ノ川に天使の聖母トラピスチヌ修道院を創立している。
本年（2016年）11月に創立120年を迎えるが，創立時の
住所記名は「石倉野」（地質学上は第四紀の洪積世の礫
や新第三紀の中新世の凝灰岩）と言われていたほど石こ
ろが多く，熊笹の生い茂る荒れ地であった。ラ・トラッ
プ修道院が荒れ地の開拓の苦労をいとわず行ったよう
に，本邦においては，凍てつく大地との格闘であり，修
道士は作業で袖が凍り付いた修道服のまま寝ていたとい
う。
今村5）は「修道院受付前の石山から，割りぐり石を採
り，約三百トンを馬そりで運び，溝の底に詰めた。」と
厳しい労働の様子を伝えている。
3）修道院における「身振り」と聾教育
大沈黙の時間がベネディクトの戒律によって6世紀以
来規定されており，とりわけ厳律シトー会修道院では遵
守が強く求められていたことは前述したが，どうしても
沈黙の時間帯にコミュニケーションを取らなければなら
ない時は，ノンバーバルコミュニケーションとしての
「身振り」又は修道院手話と呼ばれるサインランゲージ
が発達していった。
この結果，ヨーロッパにおいては，修道院が聴覚障害
教育の出発点となった。上野6）によるとポンセ・デ・レ
オン（1520？～1584）はベネディクト派の修道院で誓願
し，オニヤの修道院で13世紀以来の権勢と財力を持った
スペインのヴェラスコ家の2人の聾の兄弟（フランシス
コとペデロ）の教育を手話と指文字で担った。
修道院が教育の場として活用されたのは，修道士が当
時の知識階級であり修道院手話でコミュニケーションを
とることが一般的知られたいたことが考えられる。ま
た，時代背景として信仰を口で告白することがキリスト
教徒になることであり，読み書きができることが財産を
分与される条件であったことが考えられる。
以下，歴史年表として下記にあげるが，手話法の父と
言われるド・レペなど聾教育の先達が神父であること
は，「沈黙」の中で培われてきた修道院手話と深い関係
がある。
聴覚障害教育の歴史は，下記のとおりである。
16世紀中葉
1620年
1644年
1692年
1744年
1760年
1776年
1778年
ド・レオン（スペイン）世界最初の教育者とみ
なされる。スペインの貴族・高官たちの子弟へ
の教育が成功を収める。
デ・キャリオン（スペイン）の聾児への教育。
パブロ・ボネート（スペイン），世界最初の教
育書（「文字の簡略化と聾唖者に話すことを教
える方法」）を著述
バルワー（英国），指文字による交信法の著作
「手による自然言語」
ホルダー（英国），ウォーリス（英国）らによ
る実践
アマン（オランダ），言語指導法の実践と著作
ペレール（フランス）による実践
ド・レぺ（フランス），パリの民家で教育を開
始（庶民子弟を対象とした近代的聾学校教育の
開始）。後にパリ聾学校に発展
著書「方法的手話による聾唖教育」
ブレードウッド（英国），口話法教育の開始
ハイニッケ（ドイツ），これまでの教育経験を
基に聾学校を設立し，口話法教育をおこなう。
3．修道院外の「身振り」の様態
1） フラ（ダンス）の「身振り」について
フラは文字のない古代ハワイの人々の中で神への祈り
や自然への感謝を歌（メレ）と共にハンド・モーション
（手の動き）や足の動きによって表現している。
例えば，アロハ（愛）は両手を広げ，胸で交差をする
しぐさで表現し，オエ（あなた）は両手を胸元からゆっ
くりと前に出す表現である。プア（花）は両手の指先を
つぼみの形にし，ゆっくりと上方に差し出す表現であ
る。
ハワイで良く踊られる「THE HUKILAU SONG」
（フキラウ・ソング）は，漁を行う中で自然に感謝し，
捕れた魚で楽しく宴を開く場面を表現している。歌の中
では「huki」がリフェレンされており，身体でそのこと
を表現している。
2）アメリカ先住民族の「身振り」について
田上7）によるとアメリカ大陸の先住民であるアメリカ
インディアンは，いくつかのサインランゲージを違うこ
図3 創立期の作業（百年記念誌より）
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とばを話す部族間の「共通語」として，発達したと述べ
ている。サインランゲージの例をいくつかあげるが図4
に示すように，象徴性があるのが特徴である。
○太陽は，人が見える形（円）を描いて表現。
○馬は耳を特徴的にとらえて表現。
○雨は降る様子をとらえて表現，（日本の手話表現と似
ている。）
○テントは，骨組みを表現。
Ⅱ．修道院における「身振り」の現状
1．「修道院の手真似辞典」
修道院手話が初めて本邦の聾教育界において紹介され
たのは1936年（昭和11年）の日本聾唖協会発行の雑誌
「聾唖界」No76号8）においてで，当時の函館聾学校教
頭・石垣喜久雄氏によるものである。「函館の近郊…
一時間あまりで渡島当別と称する・・（中略）・・特
に沈黙は鉄則として守られており，必要によって意思表
示をなすべき時は唯一小部分に限られた手真似のみが許
容せられております。」と冒頭の記述がある。
特別附録での表題は「トラピストに於て使用の手真似
辞典」であり，修道士フラテル・カンジド師によるフラ
ンス語からの訳本を石垣氏が五十音順に配列して不明な
箇所は面接して確認したものである。原書はラテン語に
よる「シトー会習慣書」の一項目に「手真似」があり，
それを「手真似トラピスト辞典」と改めたものである。
全部で533の単語が記載されている。紙面の関係で一
部のみ（ア～キまで）を表1に記載する。
表1 トラピスト修道院「手真似辞典」
トラピスト手真似辞典
ア）
アカ 赤
アカネヤサイ
赤根野菜
アカルイ 明るい
アクジルをモッて
アラふ
灰汁を以て洗ふ
アクマ 悪魔
アサ 朝
アサヌノ 麻布
アサノショクジ
朝の食事
アサッテ 明後日
アタイナシ
値無し
アタえる 与える
アツい 熱い
アツい 暑い
アツい 厚い
アト 後
アツガミ 厚紙
アナグラ 穴倉
アブラ 油
アマイ 甘い
アマリオオイ
余り多い
アメ 雨
アラウ 洗う
アリガタイ
有難い
アソチフォナリウム
イ）
イエ 家
イエズス・キリスト
下唇に指先を置く（血）
草を食べるの印
右手の凡ての指先を左手の総ての指先の
間に相互に入れ掌を下に向ける
洗うと熱の印
羽根の印と指先にて額の此処彼処を打つ
眼の下に指を当てる
缺
食べるの印と右手を立てて左手の甲に通
す
目の印と自分の前に拳を二度投げる
拇指と示指とを以て鼻の先を取り直に手
を離す（悪い）
手を半開し，前に差し出す（施す）
手を広げて掌を吹く（暑い）
手を広げて掌を吹く（熱い）
指を集めたり離したりする（濃い）
手を広げて腰の辺に置き，後の方へ動か
す
紙と強いの印
家と隠すの印
指を横にして，口を当てる
指先を唇の間に置き，それを静かに出入
させる
手を横にして喉に一線を描く
両手の指を下に向け，頭の方より胸の方
へと相互に上下せさる
片手を以て他方の手を打つ
片手を口につけて，向こうへ離す
本と歌と夜課の印（祈祷師の大きな歌
本）
屋根の形に両手の先を合わせる
神と十字架の印（耶蘇）
図4 米国先住民族の身振り（「手話の世界」より）
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イカる 怒る
イケ 池
イシ 石
イシャ 医者
イチ 一
イッパン 一般
イト 糸
イヌ 犬
イノリ 祈り
イビタト
イフク
ガカリ衣服係
イブツ 遺物
イワイビ 祝日
インキ
インチョー 院長
インチョーカイギ
院長会議
ウ）
ウオ 魚
ウシ 牛
ウスい 薄い
ウタ 歌
ウタガカリ 歌係
ウタガカリノホサ
ニン
歌係の補佐人
ウタウ 歌う
ウチニワ 内庭
ウツクし 美し
ウツワ 器
ウマ 馬
両小指の先を幾度も平行に突合せる（不
満足）
水と魚の印
示指と中指とを曲げて頭を打つ
修道者又は世間の人の印と血を出す様に
して腕に触れる
拇指を掌の中へ曲げる（日曜日）
掌を左より右へ幾度も動かす（皆，普
通，総じて）
左示指の先端より右拇指と示指にて一線
を引き左拇指と示指の周に幾つかの輪を
描く
獣の印と耳を引く
両手を合わせ指を組合わせる（黙想）
修道者の印拇指を示指し中指の中に入れ
る（係の名）
修道者又は助修士と着物の印
左の甲を摘みそれを接吻する如く口に近
づける（聖人等の遺された衣服其他のも
の）
日と無駄の印
水と黒く書くとの印
拇指を示す
説教と大院長と総てとの印
獣の印と手を平にして左右にくねらせつ
つ自分の前へ進める
獣の印と両手の二本の指を角の如く額の
上に置く
指を集めたり離したりする（ソツブが薄
い等の意）
口を開きてその周に指を廻す（歌う）
修道者と歌と係の印
仕えると歌係の印
口を開きてその周に指を廻す（歌）
片手を他の手の上に十字架形に置く
手を顔の前に上より下へ下す
初の三指を各々離して上へ向かって立たす
獣の印と額に鬣を一握りにするように引
く真似をする
ウメ 梅
ウンドーバ
運動場
エ）
エンピツ 鉛筆
オ）
オーきい 大きい
オーサマ 王様
オケ 桶
オコす 起こす
オスチャ
オソい 遅い
オツゲのイノリ
御告の祈
オトトイ 一昨日
オナジ 同じ
オリモノ 織物
オワリ 終
オンシャ 恩謝
オンナ 女
カ）
カう 買う
カカリ 係
カカリでナい
係で無い
カギ 伴
カく 書く
ガク 額
カクす 隠す
カゴ 籠
カコイ 囲
カジガカリ
家事係
カシツ 過失
カジヤのカカリ
鍛冶屋の係
カズラ
拇指と示指とを以て左示指の関節を取り
て後軟いの印
二本の示指を合わせそこを半円形を描く
様にして離す
材木と書くの印
手を平にしてそれを高く上げる
兵士の印と頭の周に冠の如く輪を描く
皿と水の印
眠りの印と眼を擦るか或は終との印（眠
りを起こす）
右手の五指にて左掌を幾度も打つ（励ま
す）
パンとミサの印（ミサ聖祭の時捧げるパン）
示指にて両眼の間の鼻筋を掻く
鐘を鳴らすの印三度なし且マリアの印
掌を肩の方へ二度投げる
示指を両方擦り合せる
布羊毛又は絹の印
両手の示指を幾度もくっつける
手を心臓の上に置き眼を上へ上げる
額の周に二指を通す
金銭を与えるの印
右手を左方の肩の上に置く
手を裏返して肩に置き，それを幾度か引
く（辞職した）
錠の前にて伴を廻す如き真似をする
初の三指を集め，字を書くように動かす
御繒と大きいの印
拳を脇の下に幾度も入れる
自分の前に輪を描き，両拳を上げる
平に大きく半円形を描き，修道者の印
拇指を動かす（監督）
胸を二三度打つ
助修士と鐡と働きとの印
両手を胸より肩に運び，十字架の印（ミ
サ聖祭の祭服の名）
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2．「手真似辞典」の分類
記載されている語を分類してみると，多い順番では①
トラピスト修道院の宗教儀式（祈り，聖務など）に関す
るもの（132語）で全体の25％，②労働に関するもの
（73語）は14％，③食事に関するもの（58語）は11％
で，④時間や曜日にかんするもの（20語）約4％であ
る。①から④までで全体の53％を占めている。他は色，
数字，金銭，自然や死に関する語，日常生活の動作語
（見る，行くなど）である。祈りや労働に関する語が多
いのは「祈り働け（Ora et Labora）」のトラピスト修道
院の根本精神からうなずけることであり，食事に関して
も「沈黙」を大切にする時間帯であることが背景にあ
る。
カゾえる 数える
カゾク 家族
カタい 堅い
カタイ 歌隊
カタヌノ 肩布
カチクミズノミバ
家畜水飲場
カッショク 褐色
カッパ 合羽
カネ 鐘
カマ 鎌
カミ 神
カミ 紙
カミソリ 剃刀
カヨービ 火曜日
カラ 空
ガラス
カラスキ 唐鋤黎
カラドウェル
カリス
カリる 借りる
カる 刈る
カワいた 乾いた
カワラ 瓦
カワる 変わる
カンシャのイノリ
感謝の祈
カントク 監督
キ）
キ 木
キイロ 黄色
金を手の中にて数える真似をするか又は
指を一，二，三と数える
仕えると世間の印（修院内の世間の人）
拳を握り中指の関節を以て，左手の甲を
打つ
聖堂の印をなし，且場所によりて修道
者，助修士，又は病人の印
着物の印をなし，且拳を繃帯にて腕を
吊ってあるように上へ上げる（腕吊繃帯）
水と牛の印
助修士と紫色の印
両腕を拡げて両拳を胸の上に組合せる
（助修士又は修練者用のもの）
両腕を拡げて，両拳を胸の上に組合せ，
且祝福の印（司祭用のもの）
手に輪を描きそれに鳴らすの印
左拳を上げ，右拳をその下に動かす
両手の拇指と示指とを以て縦に三角を作
り他の指は皆しめる
両手の甲を摺合す
小刀の印と剃るように手を頬に当てる
初の三指を掌の中へ曲げる（三）
左手の肱より指先まで手を通す
指先にて歯を打つ
車と牛の印
本と歌とミサの印（歌ミサの時，歌隊の
用いる歌の本）
器とミサの印（盃の如き器物）
有難いの印と自分の借りるべき物の印を
指示す（願う）
初の三指を動かしつつ手を上げ下げする
（摘む）
示指の先にて左手の甲を打つ
土と堅いの印（煉瓦）
両手を拡げ，前後にして置き，右手を左
手の後方に置換える（取換える）
祈と食べると終の印
拇指を動かす（家事係）
材木と高いの印
二本の指にて額より鼻へ一線を引く
キく 聞く
キズ 傷
キソク 規則
キソクショ
規則書
ぎっしりした
キヌ 絹
キモノ 着物
キャクシツ
ガカリ客室係
キャベツ
キョーコーセーカ
教皇聖下
ギョーレツ 行列
ギョーレツのウタ
ホン
行列の歌本
キリツする
起立する
キる 切る
ギン 銀
キンセン 金銭
キンゾク 金属
キンヨービ
金曜日
小指の先にて耳を幾度も打つ
血と病人の印
右手の掌を左小指の上当てる
本と規則の印
両肱を脇腹に押付ける（引締まった）
拇指と示指とを口に置き，其を静かに離
す
着物を着るようにして両手を肩に持って
行く，時別の着物の時はそれを示す
修道者と世間の人と仕えるとの印
野菜の印と両手を以て頭を抱えるように
なす
頭上に一段毎に少しづつ上げつつ三つの
輪描く（羅馬法王を指す）
十字架と行くの印
本と行列の印
手を拡げて上に向け其を幾度も急に上げ
る（立つ）
左示指を切るようにする
鉱物と白の印（貨幣）
右拇指と示指にて左掌の中へ金を数える
真似をなす
左示指を右示指と中指とを以てやすりに
磨る如くして，且堅いの印（鉱物鐵）
他の指は掌の中へ曲げ，小指のみ伸ばす
（六）
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この辞典で示されているサインは現在の使用されてい
る手話と似ている語が多い。例えば「赤」「雨」「牛」
「院長」「美しい」等が挙げられる。
3．実際の使用状況
筆者は，2010年8月にトラピスト修道院（2016年5
月現在：24名の方が修道院で生活をされており，平均
年齢は56歳）を訪れ，K修道士さんから「手真似辞
典」に基づいて聞き取りを行った。当時は73歳で大変温
和な方で，27歳でトラピスト修道院に入る誓願を立てら
れ，46年間の清貧な修道院での生活を過ごされていた。
2010年時に使用されている「手真似辞典」にある語を
聞き取った結果，辞典には534の単語のうち，調査時は
136語で25．4％と約4分の1の使用であった。
語を分類すると，多い順番では①トラピスト修道院の
宗教儀式（祈り，聖務など）に関するもの（31語）で全
体の23％，②労働に関するもの（17語）は13％，③食事
に関するもの（13語）は10％，④時間や曜日にかんする
もの（4語）は2．9％である。①から④までで全体の50％
を占めている。他は色，数字，金銭，自然や死に関する
語，日常生活の動作語（見る，行くなど）で，辞典の語
彙の数とほぼ比例している。
宗教儀式に関する語を記載すると「イエズスキリス
ト」｢祈り｣「歌隊」「鐘」「神」「告白」「サボ（木靴）」
「志願者」「司祭」「十字架」「修道士」「祝福」「小聖
堂」「聖画」「聖人」「聖体拝領」「聖母」「聖務」「天使」
「黙想」である。
労働に関する語では「係」「切る」「草」「材木」「働
き」「林」「牧草」「雌牛」「焼く」である。
食事に関する語では「甘い」「魚」「胡椒」「さじ」
「皿」「塩」「食べる」「卵」「パン」「火」」「水」「野菜」
「リンゴ」である。修道院ではリンゴの木があり，秋の
収穫時期には食卓にのぼり，卵は院内で鶏を飼育してい
る。
時間や曜日に関する語では「後（あと）」「遅い」「今
日」「時間」である。
他の語では「赤」「雨」「ありがたい」「家」「怒る」
「犬」「鉛筆」「大きい」「同じ」「終わり」「女」「伴」
「書く」「隠す」「過失」「数える」「賢い」「紙」「借り
る」「聞く」「来る」「黒」「五」「先」「死人」「自分」「閉
める」「知る」「白」「寝室」「高い」「たくさん」「助け
る」「立つ」「血」「小さい」「聾」「鳥」「鳴らす」「庭」
「猫」「眠る」「恥ずかしい」「花」「話す」「羽根」「早
く」「晩」「低い」「便所」「前」「見る」「眼鏡」「夜」「悪
い」等である。
使用語彙が辞典と比べて四分の一と少ないが，元来フ
ランスの修道院での生活の語が元になっており，日本の
文化生活とは異なることも起因している。ちなみに「院
長会議」「本教区の司教」は複数の修道院があるフラン
スの修道院ならではの語である。また「ビール」もフラ
ンスの修道院の生活環境を反映している語と思われる。
さらに，カトリック教会の現代化を主要課題として開
催された第二バチカン会議（1962年～1965年）以来，高
橋9）が述べるように「典礼の場で朗読される『神のこと
ば』は，第二バチカン公会議による典礼刷新によって驚
くほど豊かなものにされ・・（中略）・・聖書の宝庫が
大きく開かれました」とある。ミサがラテン語から各国
の言語に変わったように，沈黙の厳守に関する規定が緩
み，若い修道士への教育が修練士の時には講義を受ける
が，日常的に使用しない場合は数が減っていくのも当然
であろう。筆者が2016年4月に会話を交わした修道士
は，「神」を表す手指で逆三角を作って表現する（キリ
スト教の教理である三位一体を示し，神を表現）のサイ
ンを知らないことからも伺える。
Ⅲ．「身振り」と「手話」の関係
1．手話の言語性に関する「明文化」の動向
1）国際障害者権利条約における手話
国際障害者権利条約の条文における言語に関する定義
では「手話その他の形式の非言語を含む」とあり，初め
て国際的に手話の言語性を明文化した条約である。我が
国は批准を進めるために国内法の整備を行い，改正障害
者基本法を2011年7月に施行し，「手話」の言語性につ
いて言及している。第三条三項において「全て障害者
は，可能な限り，言語（手話を含む。）その他の意思疎
通のための手段についての選択の機会が確保されるとと
もに，情報の取得又は利用のための手段についての選択
の機会の拡大が図られること。」と述べている。これら
国内法の整備によって2014年に国際障害者権利条約が批図5「神」を表現する修道院手話
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准された。
2013年には県レベルでは初めて鳥取県が「手話言語条
例」を制定し，2条において「手話は独自の体制を有す
る文化的所産であってろう者が知的で心豊かな社会生活
を営むために大切に受け継いできたものであることを理
解しなければならない。」と述べ，手話は言語であると
明文化を行った。また北海道・石狩市においても「手話
に関する基本条例」が成立し，2016年4月に施行した。
条例は前文で「手話を市民が使いやすい環境にしていく
ことは市の責務」「手話を言語として認知し，市民が手
話の理解の広がりを実感できる石狩市を目指す」として
おり，今後の共生社会の実現が期待されている。
2）世界における手話の動向
手話を言語として認知している国は，国際障害者権利
条約の批准前の2007年時点でアメリカ，ロシア連邦，中
国，カナダ，オーストラリア，イギリス，フランス，ド
イツ，スペインなどで認められ，アフリカ諸国では未承
認のところが多い。
特にフィンランドでは，1995年に憲法において手話が
言語であると明文化されており，手話通訳が日常生活の
中で保証されている。同国ではフィンランド語とスエー
デン語が公用語であるが，手話同様にサーミ語，ロマ語
も認知されている。ただ法的手続きは公用語のみで行わ
れており，その際は通訳が保証されている。
世界の潮流としては，手話を言語として認知する方向
で動いており，学校教育も含めてより良い姿の模索が加
速されている。
2．教育における手話の位置づけ
1）盲唖院から聾唖学校
聴覚障害教育の手引き10）（文部科学省）によると，聴
覚障害教育の歴史は，コミュニケーション手段の選択か
ら始まる。日本の近代聾教育は，古河太四郎等による明
治11年5月開業の京都の盲唖院からであり，この間，多
少発音できる者には発音指導を行い，言語を全く発しな
い者には手まねと文字を用いている。
このため，手話語彙の拡充，書き取りなど手話と書記
語の互換をベースに，文章理解，会話，作文と進む言語
指導法を創案し，聴覚障害の教育を創始した。さらに，
五十音・日用単語の発音，単文読み，指文字や発音指導
法の創案をおこない固有名詞や抽象語の理解など多様な
コミュニケーション手段の利用に及んでいった。
その創意工夫は，極めて優れていたが，独創と経験へ
の依存が大きく，理論的体系的指導法の開発に及ばず，
数年後，京都校の教育は，手話，書き言葉（筆談）を主
とするに至っている。
しかし他方，明治13年2月開校の東京の楽善会訓盲院
における聴覚障害教育は，イタリアのミラノの国際聴覚
障害教育会議の情報から，当初発音指導や補聴器による
聴力の利用に努力したが，期待する成果を得ず，京都校
の指導法を見習う中で，東京校の教育も手話，筆談を主
とするに至った。
京都，東京の先進校が手話，筆談をコミュニケーショ
ンの主たる手段としに伴い明治20年代，30年代と後続す
る盲唖学校における聴覚障害教育はこれに基づき，以後
大正期にかけて全国的に約40年間，手話，書き言葉によ
る教育体制となった。
明治30年代，聴覚障害教育が進展する中で，従来の経
験の積み上げとともに，ベルの来朝・講演，小西信八等
の帰朝報告，雑誌，図書からの情報等によって，指導法
等の多様化，向上のほかに，先進的な学校では，手話，
筆談教育に行きづまりを感じ，コミュニケーション手段
を手話や書き言葉にとどめないで，指文字，発音の導
入，さらに，大正期に入ってからは読唇にも注目するよ
うになり，新たな指導法の開発に向かう気運が高まって
いった。
大正13年から「盲学校及び聾唖学校令」が実施され，
川本宇之介により，欧米で用いられていた口話法の導入
が図られ，講習会などをとおして口話法の採用が全国の
聾唖学校に進められていった。
1925年（大正14年）文部省後援第一回口話法講習会が
開催されたのを皮切りに，口話法の普及活動が進めら
れ，10月には第一回日本聾唖教育会総会で，文部省は口
話法を有効適切に教授する方法を研究するよう伝え，翌
11月には，日本聾口話普及会が設立された。
このような推移の中で，大正末期から昭和にかけ，聾
唖教育界は，口話法の積極的な導入に向かうこととな
る。
昭和16年ごろの聾唖学校数は約70校であったが，その
うち学校として口話法をコミュニケーション手段とする
ものが約60校に達したと言われ，手話法の排除は，大き
な抵抗も厳しい批判もあったが，手話法は，一般的にそ
の理論化，方法化，組織化が不十分で対応できなかっ
た。他方，口話法の運動には，当時，盲学校，聾唖学校
教育が非義務制で，児童生徒は自由募集の選択制であっ
たこと，さらに，準戦時下，口頭で命令を即刻に伝える
ことが軍隊の必要十分条件であることに起因し，口話法
が国策的要請に適合するものとされていたことなどが，
有利な条件として働いたことが背景にあると考えられ
る。
2）近年の聴覚障害
今日の聾学校教育では，コミュニケーション手段とし
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て聴覚・口話法をベースとしながら，多様なコミュニ
ケーション手段の活用が学習指導要領で位置づけられて
いるが，学校単位で口話法は100％，手話・指文字は60％
台，キュード・スピーチは50％台の採用と報告され，聴
覚・口話法が原則的なコミュニケーション手段であるこ
と，同時に手指コミュニケーション手段の活用も多くの
学校で行われていることが裏づけられている。
とりわけ聴覚障害の重度・重複化・多様化等に対応し
た指導の充実のため，自立活動（六領域の①健康の保
持，②心理的な安定，③人間関係の形成，④環境の把
握，⑤身体の動き，⑥コミュニケーション）のなかでも
特に，コミュにケーション以外で「人間関係の形成」が
重要であるとされている。項目として示された，「他者
とのかかわり」「他者の意図や感情の理解」「自己の理解
と行動の調整」「集団への参加の基礎」には手話の果た
す役割が重要視される。これは新生児聴覚スクリーニン
グでの鑑別診断後のケアとして実施している，再早期教
育相談，乳児児童指導が終了する二歳児で検診と深く関
わっている。この中では，「自分の名前がわかる」，「呼
ばれたら返事が出来る」ことが到達目標であり，「物に
名前がある」「自分と誰かの違いがわかる」，という「自
他の区別」が具体的にできるようになることが，「他者
とのかかわり」の基礎である。この過程を経て，相手が
わかり，自分の感情に気付き，約束事が分かり，その後
に，集団行動ができるようになっていくと考えられる。
指導計画の作成に当たっては，設定の工夫と計画的・
組織的な指導が行われ，それぞれの発達の段階で一人一
人の子どもに効果的な手話を含めたコミュニケーション
の方法が構築されることが期待されている。
Ⅳ．「修道院手話」の考察
1）CODAのホームサインの在り方
「修道院手話」を検討することにより，両親が聴覚障
害者で，子供が健聴ないわゆるCODAの子供達のホー
ムサインの在り方について示唆を得ることができる。
「修道院手話」の使用頻度は年月と共に減少する傾向が
みられるが，その中でも中核となる，宗教儀式や食事に
関する語，労働に関する語，時間や曜日に関する語な
ど，その集団の中での生活の中心となる語は消えずに
残っている。
CODAの場合，両親との家庭生活の中で必要な中核
となる語を徹底して洗い出すことにより，「生活語」と
も言うべき一覧を作成することは可能になろう。それを
いち早くマスターすることにより，両親とのコミュニ
ケーションが豊かになると考えられる。しかしこれは，
普遍的な物でなく，新規な語や年齢によって変化して当
然な事である。
2）文化史的に残すべき「修道院手話」
言葉は生き物であり，それを使用する民族や人々の文
明の衰退により滅び行く言語も世界に少なくない。
本邦では，アイヌ語や沖縄県の八重山語，与那国語な
どが消滅危機言語であり，英国ではイデッシュ語，ロマ
語（いわゆる放浪の民であった人々で，現在は差別用語
当たるジプシーの人々の言語），コーンウォール語が同
様である。フランスでは高原地帯で独自な楽器を演奏し
伝統を大切にしているオーベルニュ語，歴史上古い伝統
のあるブルゴーニュ語が同様である。スペインの中でも
独自の文化（ベレー帽の発祥）をもつバスク語は脆弱の
評価であり，バスク地方の公教育の中でも教えられてい
る。
これらと同じレベルの言語ではないが，「修道院手
話」として極限られた使用者しかいない現状では，やが
て消えゆく可能性が十分考えられる。文化史的にも残す
必要があり，より体系的に保存の在り方について考えて
いく必要があろう。
3）情報化社会での「沈黙」の重要性
高度な情報化社会にあって人々はインターネットを駆
使し，携帯端末から様々な情報を入手できる時代にあっ
て人々は絶えず情報の波の中で暮らしている。電車に
乗っても，ほとんどの人々が携帯の画面に食い入るよう
に見入っている。
橋本11）は「“沈黙”についての規則は，トラピスト独
特の規則です。（中略）これこそトラピスト独特の
“宝”といえるでありましょう。“沈黙によってどんな
に毎日の祈祷や黙想がやさしきでき，内心の喜びを味わ
い，そして保つことができるかは，修道者のみよく知る
ところです。」と沈黙の根源について言及している。
高橋12）はトラピスト修道院の沈黙のうちの「祈りと労
働」の観想の生活を俳句に詠んでいる。
「沈黙厳守 修道院や 虫時雨」
「老修士 黙礼深く 御慶かな」
「九十年 祷りし両手 日焼けして」
「牛舎掃く 修士や牛も 息白く」
「干し草の 山へ西日や 牧広し」
厳しい戒律の中の豊かな精神世界が表現されており，
沈黙は実は饒舌であることを示唆している。
日本にはかつて「沈思黙考」という善き言葉があった
が，絶えず音声は無くとも，情報が流れ込んでくる社会
では自分自身の判断で行動するのでなく，人の情報に踊
らされているのではないかの危惧を抱くのである。その
意味では「沈黙」とは，ジブラーンの詩をまつまでもな
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く，現代情報化社会にあって静かな中で思考する重要な
視点を教えてくれるものである。
Ⅴ．今後の課題
1．調査の充実
1）複数の修道士の方々への聞き取り
この度の調査は，時間的及び修道院の性格から，一人
だけの聞き取りに終わったが，世代別あるいは誓願の年
数別で，「修道院手話」の使用状況を多面的に把握し分
析する必要があろう。それによって時代の中での変化を
把握することができると考える。
2）他の修道院への調査
本修道院の子院として大分県日の出町にある「お告げ
の聖母修道院」での調査。また女性のための修道院が函
館湯ノ川にある「天使の聖母トラピスチヌ修道院」など
他に5つ存在するので，その調査をとおして修道院の地
理的環境や創立時期，構成員の年齢による違いなど，日
本の文化圏の中での有り様が分析できると考える。
2．「手真似辞典」から「手話辞典」への発展
本邦における，教育者を対象とした手話辞典は1963年
（昭和38年）発行の「手話辞典」（松永 端著：（日本
特殊教育協会）である。それ以前は京都盲唖院を設立し
た古河太四郎の著作の一部として「手話」に関する記述
（手真似）があるものの「辞典」という形式ではなかっ
た。
石垣が「トラピストに於ける手真似辞典」を紹介する
ことにより反響を呼んだ事は間違いはなく，「聾唖界」
78号より日本の「手真似辞典」のシリーズが始まった。
これは手話を整理して文章として残し，全国で表現が
方言のごとくバラバラであった物を統一する働きも考え
られよう。いずれにしても石垣の報告がその後の辞典成
立へと発展する土台となったことは推測でき，成立の役
割や関連性について詳細に吟味する必要がある。
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